
実用新案登録の手続きの概要

　　　　　　備考）
　　　　　　１．実用新案は無審査であり、出願時に出願手数料と同時に登録料を納付するこ
　　　　　　　　とにより権利になります。
　　　　　　２．上記フローは最も標準的な手続きの流れを表します。
　　　　　　３．手続きの流れは平成２５年６月現在の制度を想定しています。

出　　願

補正指令

補正書提出

登　　録 登録実用新案公報発行

年金(登録料)
納付

存続期間満了

出願から
　１０年

出願人の手続きを示しています。

以降は特許の手続

２～３月

方式審査

出願から
３年以内

特許出願への
変更

※以下の全ての要件に従い、
   登録後も可
・自己の評価請求前
・何人の評価請求通知後３０日内
・無効審判の答弁書提出期間内

実用新案
技術評価

請求

１年～３年分
登録料納付

・何人も請求可
・出願以後はいつでも請求
　可（権利消滅後も可）
　※但し、実用新案登録に
　 　基く特許出願がされた
　 　後は不可
・技術評価書の閲覧は何人
　も可

出願却下処分

（不提出）


